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　　１．必要材料
　　工事を始める前に

　　　　　イ）流入桝（溜め桝）
　　　　　　　φ３００以上の桝　　（小口径桝は不可）

　　　　　　　φ７５キャップ　１個（　　　〃　　　）
　　　　　　　φ７５エルボ　　１個（１列に１個必要）
　　　　　　　φ７５パイプ　　　　（おおむね１．０ｍ）
　　　　　ロ）流入管配管材料

　　　　　　　エルボ　　　　　５個（使用径は配管用パイプの径によって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　異なる）

　　　　　　　配管用パイプ　　　　（φ２０～φ５０　おおむね２．０ｍ）

　　　　　ハ）洗浄管接続用材料

　　　　　　　φ５０ソケット　１個（検知管の延長をするとき必要）

　　　　　　　異径ソケット　　１個（配管用パイプがφ５０以下の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要）
　　　　　　　接着剤

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１列に１個必要）

　　　　　　　φ５０パイプ　　　　（おおむね２．０ｍ）

　　　　　ニ）防護蓋材料
　　　　　　　検知管用防護蓋(参考：ＦＶＫ－２０セット)

　　　　　　　ある所には、設置しないで下さい。
　　　　　ニ）地下水位及び遊水が装置の底部よりおおむね１．５ｍ以内に

　　　※不明な点がありましたらご相談下さい。

　　　　　ハ）土質の判断が困難な場合は現地透水試験を行い土壌の判断を
　　　　　　　して下さい。

　　　　　　　雨水配管の確認と計画の調査
　　　　　ロ）雨水の流入がない所に設置して下さい。

　　　　　　　（周囲に飲料水用の井戸がある場合は、別途所轄保健所等の

　　２．装置設置に於ける注意点（各都道府県、各市町村によって異なる）
　　　　　イ）隣地境界から１．０ｍ以上、建屋基礎部から１．０ｍ以上。

　　　　　　　通気管用防護蓋(参考：ＨＢ－Ａ（Ａ）)
　　　　　　　　　　　　　　(参考：ＨＢ－Ｄ（Ａ）)

　　　　　　　　協議が必要です。）



NO.1

　　　　　　ユニットの形状

　　　　　　ＳＲＳ－ＥＰＳタイプ

　　　　　　４５０（Ｗ）×４５０（Ｌ）×７００（Ｈ）

１．装置の仕様・形状
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　　　　　＋０．５～０．６ｍにて位置を決定して下さい。

　　　　イ）合併浄化槽５人槽としての施工

　　　　　　　　１０００Ｌ／人・日÷２５０Ｌ／基

　　　　　　　　≒４基として施工説明

　　　　ロ）ユニット幅（０．４５ｍ）＋拡水シート幅（０．２５×２＝０．５ｍ）

　　　　　　≒１．０ｍを目安にして下さい。（掘削断面図参考）

２．位置出し

　　　　耐圧板　(１５００×６００×７０Ｈ)
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　　　　ハ）耐圧板幅(１．５ｍ)＋余堀幅(０．３ｍ)＝１．８ｍを目安にして下さい。

　　　　※装置終末に検知管がセットされますので耐圧板４枚分（２．４ｍ）



NO.2

①

　　　　※掘削底部の不陸整正は確実に行って下さい。

　　　　　拡水シート部分①は水平又は、先の部分が下がり気味に不陸整正を行って

　　　　　下さい。

３．掘　　削

　　　　イ）床付け寸法は浄化槽の放流管底に合わせて決定して下さい。
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　　　　　　けてポンプをセットし、ポンプアップにての施工となります。

　　　　ハ）掘削方法は一度に掘削可能な距離毎に下図の様に、段堀をして下さい。
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　　　　イ）ユニット接続方法は　Ｎｏ６　参照

　　　　　　ユニットの設置向きは装置下部のパイプが受口になっている方を流入桝

　　　　　　側にして設置して下さい。
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NO.3

４．ユニットの設置（土被り深Ｈ２は浄化槽放流管底にて調整）

　　　　※拡水シートを広げる部分には乗らないで下さい。

１ ２ ３ ４

　　　　　　シートを広げて設置して下さい。

　　　　ロ）拡水シートはユニットと結束してありますので、結束部を切り拡水

　　　　ハ）拡水シートはユニットを１基設置する毎に広げて設置して下さい。

　　　　※拡水シートは水平又は、先の部分が下がり気味に設置して下さい。

拡水シート



H

洗浄管φ５０

通気管

450

　　　　※検知管は必ずユニット底部（φ５０のパイプ）に接続して下さい。

致しますので、十分に接

装置内の処理水の状況と
メンテ時に重要な役割を

着をして下さい。　　　

取り付けて下さい。（接着不要）

装置流入管はエルボを下向きに

異径ソケット等で接続して下さい。（φ２０～５０）

洗浄管φ５０

を必ず取り付けて下さい。
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有孔管φ７５

450450450450

1800
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５．流入桝配管、検知管・通気管の取付、洗浄管の設置

　　　　ロ）通気管は装置の中央部に設置して下さい。

　　　　イ）検知管・通気管の接続方法は　Ｎｏ８・９・１０　参照
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NO.5

　　　　必ず両側面より埋め戻しをして下さい。

６．埋め戻し、耐圧板の設置

　　　　両側面を埋め戻した後、耐圧板を設置して下さい。

　　　　耐圧板はユニットに直交する様に設置して下さい。
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NO.6

流入桝方向

　　　　ロ）ユニット上部の有孔管はソケットが付いていますので、接着して下さい。

　　　　ユニットを下図の通り接続して下さい。

　　　　ユニットの上部を結束線等によって結束して下さい。

７．ユニット間の接続
　　　　イ）ユニット下部の洗浄管は受口・差口になっています。
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NO.7

標準 最大

８．検知管の説明
　　　　検知管のアクリル棒部分に延長用のビニールホースがついてますので、装置

　　　　深さによって、ビニールホースの長さを変える事が可能です。

　　　　（最大４００㎜）
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90㎜程度

　　　　通気管設置箇所の耐圧板をホールソー又は、サンダー等で切断加工を行って

　　　　下さい。(ホールソー：φ75用　サンダー：90㎜角)

　　　　下さい。

　　　　通気管下部(φ75)を装置の上部に設置し、その上に耐圧板の設置を行って

　　　　通気管上部のパネルを下へ移動し、耐圧板を挟む様に設置して下さい。

　　通気管の設置方法－１

NO.8



NO.9

ＧＬ▽

防護蓋

　　通気管の設置方法－２

　　　　通気管を適切な長さに調整し、防護蓋を設置して下さい。



NO.10

　　検知管の設置方法
　　　　耐圧板の延長が検知管の設置場所にあたってしまう場合は、装置下部に

防護蓋

　　　　ついているφ５０のパイプを継手により延長して下さい。また、埋め戻

　　　　しの際に検知管が前後左右に移動するなどの恐れがあるので、状況によ

　　　　り添え木などで固定して検知管を設置して下さい。

　　　　検知管を適切な長さに調整し、防護蓋を設置して下さい。


